　　　　　　大学奪還学生行動　９．２８
10． １「さよなら御用学者！反原発熊取集会」を打ち抜いて、キャンパスに飛び出そう！！

今日は何より、この時代に、１０．１闘争が持つ意義を確認したいと思います。

①確かな時代認識を持とう
原発事故がはらむ問題の深さ。今は互いを蹴落としあう新自由主義の時代。

１９７４～７５年　市場の飽和。これ以上儲けられなくなった。そこで始まったより広くより深い搾取。

○７次～８次下請けまである原発作業員。彼らは日々被曝しながら原発で作業をしている。

非正規労働でいつ首になっても仕方がない立場。

どうしてこんな現状が許されているのか。

１９６５年　核の平和利用論での分裂。ソ連の核はきれいな核。

１９８０年代　国鉄分割民営化での分裂。労働者全体を守れるか。

労働運動の分岐が生み出した(資料参照)

電力総連（電力会社の労働組合）は原発に反対したら仕事がなくなると言い、安全とか組合員の家族を守れと言いながら請負会社に仕事を押し付けている。正規職と非正規職の分断。

労働組合が資本側に取り込まれて、労働者を使い捨てにし、あらゆる反発の声を「国家のため」「経済のため」「消費者のため」「何より己と家族の身のため」とつぶしてきた。

○地元住民もまたしかりである。「夢のエネルギー」「産業誘致」

反対する住民会は内部分裂していく。市議、町議の買収。

原発裁判での敗北。裁判所の原発安全宣言。

一度動き出したプロジェクトは容易には止められない。原発立地圏の優遇による押さえ込み。

☆けれど、資本側の唯一の失敗は徹底的に原発反対の声を圧殺できなかったことにある。

中国電産。女川原発反対同盟。東北大学学生自治会。

非正規労働撤廃の福島県教組。国鉄全国運動。

反原発・反失業の１１．６労働者集会へ反原発を貫く立場で行こう！

学生の問題意識・・・

○学問とは何かを考えざるを得ない…御用学者

御用学者が守っているのは自らの研究生命。

そもそもその研究とは原子力産業を成り立たせるためのものである。

今は御用学者が歴史の矢面に立たされている時代。

破綻を覆い隠すためにやっきになっているだけ。

彼らの研究が本当の意味で社会を支えているとは到底いえない。経済優先の学問はもろい。

これからもこんな社会構造を許すのか、否かその選択が問われている。

　　　　　　　　　　　　　　　　↓↓

一方で、国家が自分たちを守らない…いよいよ人間の価値観が流動化している。東京での連日の反原発デモ。北海道石勝線事故での数千件の抗議メール。

非正規職撤廃で運動をし続けていた国鉄労働運動、１１．６集会派が全体を、層を獲得する情勢である。

政府とともに新自由主義に従う学説が勝つのか。安全を担保する労働、人間の共同性を求める私たちの側が勝つのか。11月集会は歴史的なものになる。

○京大副学長の話。

京大はそれぞれの部局自治で成り立っている。学問的自由がある。

部局のことに当局は口出ししない。民主主義？

けれど、今回の御用学者の件ではっきりしたことだが、部局に自治と呼べるものは存在しない。

自治とは自らの学問を抑圧する存在に対して闘うことを意味する。

象牙の塔である大学はだめだ、と産学連携が叫ばれ、大学は企業と密接にかかわりを持つようになり、２００４年大学は法人化する。そうすると自然に資本の論理に与せざるを得なくなる。大学自治の売渡しである。資本を含めた民主主義は存在しない。資本は民主主義を奪う側だから。

学問の社会への有効利用のキャンペーンで始められた法人化だったが、結局は自治解体のものであった。２００１年、法人化粉砕のストライキを東北大学学生自治会がやると、大学は自治会を非公認にした。ギリギリした闘いである。

ここで言いたいのは、大学が殻にこもっていればいいということではない。

社会に対して闘いを挑む必要があり、それを行うのは学生であるということだ。

いまだに福島の放射能を覆い隠そうと山下俊一などの御用学者は画策している。

大衆運動においては勝者こそが正義である。負けてはならないし、絶対に勝てる！

一緒に行動していこう！政府・資本家に真っ向から対決する存在が今ほど求められている時代は無い。

②情勢　

９．１９反原発行動は原発を擁護してきた全労連、連合、自治労などの労働組合が重い腰をあげた。

これを生み出したのは、現場組合員の決起。より具体的に言えば何より福島県で闘う福島県教職員組合、子どもたちを守る福島ネットワークがガツンと存在していることが大きい。彼らは11月集会に展望を持って発言もする。

非正規職、民営化はおかしいなと潜在的に思っていた現場労働者の思いに福島の組合が最先頭で応えている。

③１０月、僕らは何をするのか

逆転の法則。奪われたものを取り返しに行くぞ！

ありのひとかみではない。

焦点　１０・１御用学者追放の闘いは大学の犯罪を許さない決定的なものになる。

層としての学生の運動が必要。とにかく仲間と今日の内容で議論しよう。

そして全体議論に連れ出そう。

クラス討論をしよう。

昨日○○大学で置きビラをしていたら、「私はビラが邪魔です。それに資源がもったいない」という女性が登場。問題意識をもった学生の主体が孤立化している傾向。一方で何とかしてほしい、音楽系サークルではわかってくれない。原発反対を書いているあなたたちならわかってくれると思った。つかんで離さない。

反動っぽく見える人も社会を変える主体として見て勝負しよう！

やはりクラス全体での討論が必要。ここまでで討論を。

④方針

１０．１　大阪熊取反原発集会に行こう！

１０．１７京大集会　福島ネットワークの人に講演をお願い中です。連帯しよう！

１０．２１福島集会　福島大学、福島県立医大でやります！学生は絶対行こう！

１１．６　労働者総決起集会を反原発の学生の立場を貫いて、参加しよう！

